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１. 計画の改定について 

現行の「鐘ヶ淵駅周辺地区まちづくり計画」は、本地区のまちづくりの基本的な方針を位置付ける行

政計画として、平成２８年６月に策定されました。 

策定から８年が経過し、この間に改定された各種上位計画を踏まえる必要があることや、東武伊勢崎

線の鐘ケ淵駅付近が鉄道立体化の「事業候補区間」に位置付けられたことを契機として、鉄道立体化、

交通ネットワークの整備、木造密集市街地の解消等を踏まえた総合的なまちづくりを進める必要が生じ

たことから、令和７年度を当初とするおおむね１０年間を見据えた内容に更新した「鐘ヶ淵地区まちづ

くり計画」として改定を行います。 

 

２. 鐘ヶ淵地区の現況を踏まえた主な課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 鐘ヶ淵地区の将来像 

令和５年に開催しました「鐘ヶ淵の将来像を考えるワークショップ」において、御参加いただいた方

からの「鐘ヶ淵の歴史を残しつつ、新たな魅力が生まれてほしい」、「住みたいと感じてもらえるまちに

なってほしい」などの御意見を踏まえ、鐘ヶ淵で暮らす人、働く人、訪れる人全てが、鐘ヶ淵で「やっ

ぱりよかった」と思えるまちを目指して、以下のように将来像を定めます。 

 

上記将来像を踏まえ、本地区では、鉄道立体化や鐘ヶ淵通りの拡幅整備事業などを契機とし、地区の

課題解消に向けた基盤整備の取組を行っていきます。また、地域の特性や歴史といった個性を生かしな

がら、地区の皆様と協働してまちづくりを進めていくことで、従来の暮らしを維持しながら、便利で快

適な生活拠点としての機能を高めていきます。 

 

４. 将来像実現に向けた６つの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区基本計画 

墨田区基本構想 

墨田区都市計画 

マスタープラン 

その他関連計画 

・墨田区住宅マスタープラン 

・第二次墨田区緑の基本計画・多様性地域戦略 

・墨田区景観計画 

・墨田区国土強靭化地域計画        など 

 

＜東京都＞ 

・東京都市計画 都市計画区域の整備、 

開発及び保全の方針 

・都市づくりのグランドデザイン 

・都市再開発の方針 

・防災街区整備方針 

・住宅市街地の開発整備の方針 
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鐘ヶ淵地区まちづくり計画 

鐘ヶ淵地区交通ネットワーク構想 

なつかしさと新しさが交わる 安心・安全・すみよいまち 

地区の将来像 

〇鉄道による市街地の分断 

〇生活サービス機能の不足 

〇低未利用地の存在 

〇商業・買物環境の低下 

〇拡幅整備事業に伴う後背地の 

 未整備 

〇ファミリー世帯の転出 

鐘ヶ淵通り 

駅周辺 

定住促進 
〇公園・緑地等の自然環境の不足 

〇水辺環境を活かした空間の未整備 

緑と水の 

環境整備 

〇緊急車両が通行する道路の未整備 

〇消防活動困難区域の存在 

〇道路に接していない敷地の多さ 

〇空き家の多さ 

〇老朽木造建築物の多さ 

〇多数の狭あい道路・行き止まり 

 道路の存在 

〇延焼遮断帯の形成の未完了 

〇避難経路の幅員不足 

〇オープンスペースの不足 

〇河川氾濫時における安全な空間の 

未整備 

困難な 

消防活動 

密集した 

市街地 

水害対策 

〇開かずの踏切の存在 

〇６差路交差点の存在 

〇拡幅整備事業の長期化 

〇安全な歩行空間の未整備 

〇乗換え利便性の低さ 

〇車両が円滑に通行するための 

交通ネットワークの未形成 

鐘ヶ淵通り 

踏切 

交通機能 

交通 

土地利用・建物利用 

安全・安心なまちづくり 

緑・環境に配慮したまちづくり 

メインテーマ 

 

地震、火災、水害等
の大規模災害に備え、
壊れない、燃えない、
逃げ遅れないまちの実
現を目指します。 

災害に備える 
 

鉄道立体化による将
来のまちの姿や広域的
なネットワークを視野
に、利便性及び安全性
の向上を目指します。 

交通ネットワークを 

整える 

 河川との親水性や公
園・緑地環境をバラン
スよく取り込むなど、
緑と水を身近に感じる
うるおいのあるまちを
目指します。 

うるおいを取り込む 
 にぎわい機能を集積す

るとともに、住商工が一
体となったまちの特徴を
生かし、多世代が交流で
きる便利で快適なまちを
目指します。 

にぎわいをつなぐ 

 
多様なライフスタイ

ルに対応し、誰もが安
心して住み続けられ
る、魅力あるまちを目
指します。 

住環境を 

維持・向上する 
 まちの将来像を具現

化、実現するために、
地域特性を生かした、
より一層の協働による
コミュニティの形成を
目指します。 

地域への 

愛着を深める 

本地区の交通面の課題等を踏まえ、 

交通ネットワークの考え方を整理するものです。 

～やっぱりよかった 鐘ヶ淵～ 
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５. 土地利用の方針 

〇土地利用方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇鐘ヶ淵地区の方針 

【    鐘ヶ淵地区】 

生活道路の整備や老朽建物の建替えとともに、緑地の整備を促進し、広域的な交流を支える交

通ネットワークの形成を図り、安心・安全・すみよいまちを目指します。 

【    鐘ケ淵駅周辺ゾーン】 

住商工が調和した日常生活を支える商業環境を誘導し、地域の生活拠点としての適切な土地利

用を誘導します。鐘ケ淵駅周辺ゾーンを取り巻く道路については、「（仮称）リング道路」として

位置付け、駅周辺の交通錯綜の改善や、防災性の向上に向け優先的に拡幅整備するとともに、沿

道建築物の不燃化を促進します。 

【    鐘ケ淵駅前ゾーン】 

鐘ヶ淵通りの拡幅整備や東武伊勢崎線の鉄道立体化にあわせて、交通ネットワークを整えると

ともに、駅前にふさわしい街並みの実現、駅周辺の土地の高度利用を誘導します。 

【    公共用地ゾーン】 

都市整備用地や旧隅田小学校などの公共用地を活用し、地域の魅力向上・生活の利便性向上を

目指します。また、鐘ヶ淵地区で行われる各種事業の推進に資する活用を検討します。 

【    鐘ヶ淵通り沿道ゾーン】 

交通の利便性をいかし、商業・業務機能と住宅等との複合的な土地利用を誘導し、幹線道路沿

道の高度利用や、沿道建築物不燃化の促進による延焼遮断帯の形成を目指します。 

【    東武伊勢崎線沿線ゾーン】 

鉄道敷地の利活用を図るとともに、側道整備に伴う、沿線建築物の不燃化を目指します。 

【    荒川沿川ゾーン】 

荒川河川敷へのアクセス性を向上させることで、うるおい空間の活用を図り親水性の向上を目

指します。また、水害の危険性が高い地域であることから、住民が安全・安心に暮らすことがで

きる高台まちづくりを誘導します。 

〇鐘ヶ淵地区周辺の方針 

【白鬚東地区（文化・スポーツ拠点）】 

公園や学校、病院、コミュニティ施設、スポーツ施設等が立地し、区民の憩いの場であるとと

もに、防災拠点（避難場所）にもなっています。今後は、区民の文化・スポーツ拠点として育成

します。 

【荒川・四ツ木橋緑地（文化・スポーツ拠点）】 

開けた眺望と区の貴重なオープンスペースがあり、避難場所にもなっています。また、多様な

スポーツ・レクリエーションが楽しまれていることから、区民の文化・スポーツ拠点として位置

付け、自然環境の保全を基本とした施設整備を進めます。 

 

６. 今後のスケジュール（予定） 
 

【 凡例 】 

令和６年  ９月～１０月 新たな協議体との意見交換 

 １１月～１２月 区議会地域産業都市委員会への報告（計画改定の素案） 

令和７年 １月 パブリックコメント、パネル展の実施による意見収集 

 ３月 区議会地域産業都市委員会への報告（最終報告） 

 


